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ご注意書き 

１． 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、
応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計において、回路、ソフトウェアお
よびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これ
らの使用に起因して、お客様または第三者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負い
ません。 

２． 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないこと
を保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害が
お客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。 

３． 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の
使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権に対する侵害に関し、当
社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特
許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

４． 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損
害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

５． 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、 
各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。 

標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV機器、 
家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 

高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、 
防災・防犯装置、各種安全装置等 

当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人
体に埋め込み使用するもの等） 、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・シ
ステム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用するこ
とはできません。 たとえ、意図しない用途に当社製品を使用したことによりお客様または第三
者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社
営業にお問い合わせください。 

６． 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用された場合の
故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 

７． 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障
が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放
射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事
故、火災事故、社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対
策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとし
ての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、
お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。 

８． 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せく
ださい。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境
関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令
を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 

９． 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販
売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。また、当社製品および技術
を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当
社製品または技術を輸出する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、
かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。 

10． お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用か
ら損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負担して頂きますのでご了承く
ださい。 

11． 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製するこ
とを禁じます。 

注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネ
サス エレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する
会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造
製品をいいます。 

(2012.4)



製品ご使用上の注意事項

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。

1. 未使用端子の処理

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。

2. 電源投入時の処置

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。

4. クロックについて

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。

5. 製品間の相違について

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。
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CAUTION 

With reference to Directive 2014/30/EU Article 2, clause 2 (e) this is a custom  
built evaluation kit destined for professionals to be used solely at research and  
development facilities for such purposes. This equipment can cause radio  
frequency noise when used. In such cases, the user/operator of the equipment 
may be required to take appropriate countermeasures under his responsibility. 

CAUTION 

This equipment should be handled like a CMOS semiconductor device. The  
user must take all precautions to avoid build-up of static electricity while working 
with this equipment. All test and measurement tool including the workbench  
must be grounded. The user/operator must be grounded using the wrist strap.  
The connectors and/or device pins should not be touched with bare hands. 
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For customers in the European Union only 
The WEEE (Waste Electrical and Electronic Equipment)  
regulations put responsibilities on producers for the collection and  
recycling or disposal of electrical and electronic waste. Return of  
WEEE under these regulations is applicable in the European  
Union only. This equipment (including all accessories) is not  
intended for household use. After use the equipment cannot be  
disposed of as household waste, and the WEEE must be treated,  
recycled and disposed of in an environmentally sound manner.  
Renesas Electronics Europe GmbH can take back end of life  
equipment, register for this service at http://www.renesas.eu/weee 
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このマニュアルの使い方

1. 目的と対象者

このマニュアルは、RSK+プラットフォーム用ソフトウェアを開発し、デバッグするために e2 studio を使用

する方法を理解していただくためのマニュアルです。様々な周辺装置を使用して、RSK+プラットフォーム上

のサンプルコードを設計するユーザを対象にしています。

このマニュアルは、段階的に e2 studio 中のプロジェクトをロードし、デバッグする指示を含みますが、

RSK+プラットフォーム上のソフトウェア開発のガイドではありません。RZ/A1H マイクロプロセッサの動作

に関する詳細は、ハードウェアマニュアルおよび、サンプルプログラムを参照してください。

このマニュアルを使用する場合、注意事項を十分確認の上、使用してください。注意事項は、各章の本文中、各章の

最 後、注意事項の章に記載しています。

改訂記録は旧版の記載内容に対して訂正または追加した主な箇所をまとめたものです。改訂内容すべてを記録したも

のではありません。詳細は、このマニュアルの本文でご確認ください。

次のドキュメントが RZ/A1H グループ製品に用意されています。ドキュメントは最新版を使用してくださ

い。最新版はルネサスエレクトロニクスのホームページに掲載されています。

ドキュメントの種類 記載内容 資料名 資料番号

クイックスタートガイド RSK+ および開発環境のセットアッ

プ方法とサンプルコードの実行方法

を記載した A4 紙一枚の簡単なセッ

トアップガイド

RSK+RZA1H 
クイックスタートガイド

R20UT3006JG 

ユーザーズマニュアル RSK+ ハードウェア仕様の説明 RSK+RZA1H 
ユーザーズマニュアル

R20UT3007JG 

チュートリアルマニュアル RSK+ および開発環境のセットアッ

プ方法、サンプルコードの実行とデ

バッギング方法の説明

RSK+RZA1H 
チュートリアルマニュアル

R20UT3008JG 
(本マニュアル) 

回路図 RSK+RZA1H の回路図詳細 RSK+RZA1H 
回路図

R20UT2586EG 

ユーザーズマニュアル

ハードウェア編

RZ/A1 グループ製品のハードウェア

の仕様（ピン配置、メモリマップ、

周辺機能の仕様、電気的特性、タイ

ミング）と動作説明

RZ/A1H グループ、 
RZ/A1M グループ 
ユーザーズマニュアル

ハードウェア編

R01UH0403JJ 



2. 略語および略称の説明

略語／略称 英語名 日本語名

ACIA Asynchronous Communication Interface Adapter 調歩同期式通信アダプタ

bps bits per second 転送速度を表す単位、ビット/秒 

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査

DMA Direct Memory Access CPU の命令を介さずに直接データ転送を行う方式 

DMAC Direct Memory Access Controller DMA を行うコントローラ 

GSM Global System for Mobile Communications FDD-TDMA の第二世代携帯電話の方式 

Hi-Z High Impedance 回路が電気的に接続されていない状態

IEBus Inter Equipment bus ―

I/O Input/Output 入出力

IrDA Infrared Data Association 赤外線通信の業界団体または規格

LSB Least Significant Bit 最下位ビット

MSB Most Significant Bit 最上位ビット

NC Non-Connection 未接続 

PLL Phase Locked Loop 位相同期回路 

PWM Pulse Width Modulation パルス幅変調

SFR Special Function Registers 周辺機能を制御するためのレジスタ

SIM Subscriber Identity Module ISO/IEC 7816 規定の接触型 IC カード 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 調歩同期式シリアルインタフェース

VCO Voltage Controlled Oscillator 電圧制御発振器

略語／略称 英語名 日本語名

ADC Analog-to-Digital Converter A/D 変換器 
e2 studio Renesas Eclipse Embedded Studio (Integrated Debugging Environment) ルネサス統合開発環境 Eclipse Embedded Studio 
EMC Electromagnetic Compatibility 電磁両立性

ESD Electrostatic Discharge 静電気放電

I2C, IIC PhilipsTM Inter-Integrated Circuit (Serial bus) フィリップス社開発の 2 線双方向シリアルバス 
IRQ Interrupt Request 割り込み要求

J-LINK Lite SEGGER’s compact JTAG emulator SEGGER 製 JTAG エミュレータ（小型版） 
LCD Liquid Crystal Display 液晶ディスプレイ

LED Light Emitting Diode 発光ダイオード

MCU Micro-controller Unit マイクロコントローラユニット

N/A Not Applicable 該当なし

PC Personal Computer パーソナルコンピュータ

QSPI Quad Serial Peripheral Interface クアッドシリアルペリフェラルインタフェース

RSK Renesas Starter Kit ルネサススタータキット

RSK+ Renesas Starter Kit+ (denotes extra functionality over standard RSK) ルネサススタータキットプラス（標準の RSK に対し追加機能を有するもの） 
SPI Serial Peripheral Interface シリアルペリフェラルインタフェース

USB Universal Serial Bus ユニバーサルシリアルバス

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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RSK+RZA1H 
RENESAS STARTER KIT+ 

1. 概要

1.1 目的

本 RSK+はルネサスマイクロプロセッサ用の評価ツールです。本マニュアルは、コードのダウンロードや基

本的なデバッグ操作について説明しています。

1.2 特徴

RSK+は、次の機能を提供します。 

• ルネサスマイクロプロセッサのプログラミング

• ユーザコードのデバッグ

• スイッチ、LED、ポテンショメータ等のユーザ回路

• サンプルアプリケーション

• 周辺機能初期化のサンプル

RSK+ボードはマイクロプロセッサの動作に必要な回路を全て備えています。 

R20UT3008JG0100 
Rev.1.00 

2014.10.21 
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2. はじめに 
 
本マニュアルは Renesas Starter Kit+（RSK+）をご使用の際、最も多く寄せられる質問に対し、チュートリ

アル形式でお答えするものです。チュートリアルマニュアルでは以下の項目について説明しています。 

• RSK+でプログラムをコンパイル、リンク、ダウンロードおよび実行する方法は？ 

• 組み込みアプリケーションの構築方法は？ 

• ルネサスツールの使用方法は？ 
 
本マニュアルで引用されたファイルはチュートリアルを進めていく過程でインポートウィザードを使用し

てインストールされます。本チュートリアルマニュアルの使用例はクイックスタートガイドに記載のインス

トールが完了していることを前提としています。使用設定の詳細については、クイックスタートガイドを参

照ください。 
 

チュートリアルマニュアルは RSK+の使用方法の説明を目的とするものであり、e2 studio の環境、コンパイラまたは

J-Link LITE エミュレータの入門書ではありません。これらに関する詳細情報は各関連マニュアルを参照してくださ

い。 

 

2.1 ソースコードについて 

本マニュアル中のソースコードはコードジェネレータにて生成されるため、実際の操作画面上のソースコ

ードのライン番号とマニュアル記載のソースコードのライン番号が異なる場合があります。同様にソースコ

ードのアドレスも、マニュアルと操作画面で違う場合がありますが、マニュアルに記載されている内容と機

能的違いはございません。 
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3. チュートリアルプロジェクトワークスペース 
3.1 はじめに 

e2 studio はルネサス統合開発ツールであり、ユーザはこれを使用してルネサス RZ ファミリマイコンのソフ

トウェアプロジェクトを作成、コンパイル、プログラム、デバッグすることができます。e2 studio は Renesas 
Starter Kit 製品をインストールする際、一緒にインストールされます。本マニュアルでは、チュートリアルコ

ードの作成およびデバッグに必要な作業を段階的に説明します。 
 

3.2 ジャンパとスイッチの設定 

ジャンパとスイッチには、下記の表の設定になっていることを確認してください。 
 

ジャンパ 設定 スイッチ 設定 スイッチ 設定 

JP11 1 - 2 SW4-1 OFF SW6-1 OFF 
JP12 1 - 2 SW4-2 OFF SW6-2 ON 
JP18 1 - 2 SW4-3 OFF SW6-3 OFF 
JP21 1 - 2 SW4-4 OFF SW6-4 ON 
PWR_SEL 2 - 3 SW4-5 OFF SW6-5 ON 
-- -- SW4-6 OFF SW6-6 ON 
-- -- SW4-7 OFF -- -- 
-- -- SW4-8 OFF -- -- 

 

3.3 e2 studio の起動とサンプルコードの読込 

• e2 studio を起動するには、 
スタートメニュー → すべてのプログラム → 
Renesas Electronics e2 studio 3.1 → Renesas e2 
studio を選択ください。最初にワークスペ

ース・ランチャーダイアログが表示されま

す。 

• 「参照」をクリックして、使用するワークス

ペースを指定してください。新規に作成する

場合は「新しいフォルダの作成」を実行し、

「OK」をクリックしてください。 
 

 

注：ワークスペースフォルダにはプロジェクトファイルが含まれている必要はありませんが、ワークスペ

ースはツール構成を含む複数プロジェクトをグループ化することができます。プロジェクトは、この

位置から参照することが可能です。また、このディレクトリの下にプロジェクトを格納することも可

能です。 
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• e2 studio は起動時に、右図に示す「ようこ

そ」タブが表示されます。 

• 「ようこそ」タブ横の「×」をクリック

し、このタブを閉じてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

• 「プロジェクト・エクスプローラー」上で

右クリックし「インポート」を選択してく

ださい。 
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• インポートダイアログが表示されます。

「一般」フォルダアイコンを展開して「既

存プロジェクトをワークスペースへ」を選

択し「次へ」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

• インポートするプロジェクトを指定できる

ようになります。「 参照」ボタンをクリッ

クし、以下に示すディレクトリを指定しま

す。 
 

C:\Renesas\Workspace\RSK\RSK+RZA1_E2  
 

• オプション「プロジェクトをワークスペー

スにコピー」がチェックされていることを

確認してください。 
 

注：このボックスにチェックをすると、各プ

ロジェクトをインストールされた場所か

らコピーします。これはインストール時

の初期状態を保存しておけるため、この

オプションを選択しておくことを推奨し

ます。 
 

• 「終了」をクリックすると、プロジェクト

のコピーが始まります。 
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3.4 ビルド構成とデバッグ·セッション 

3.4.1 ビルド構成 

e2 studio ワークスペースは、「HardwareDebug」と「Release」の 2 つのビルド構成で生成されます。 
 

HardwareDebug 
このデフォルトのビルドモードは、全ての最適化オプションがオフの状態で、全デバッグ情報を出力する

設定です。このモードでは C コードが逐次実行されるため、コード開発に最適の構成です。

「HardwareDebug」ビルド構成はチュートリアルプログラムのために提供され、RAM に直接コードをロード

するように設定されています。 
 

• 「チュートリアル」の最上位フォルダをも

う一度クリックし、ビルドボタン（ハンマ

ーアイコン）横の▼をクリックして、

「HardwareDebug」オプションを選択して

ください。 
 

e2 studio が ビルドを開始します。 
 

• ビルド過程は、e2 studio のコンソールウイ

ンドウに出力されます。 

 

 

3.4.2 デバッグ構成 

 

• デバッグボタン（バグアイコン）をクリ

ックして、「デバッグの構成」

を選択してください。 
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• 「デバッグ構成」ダイアログが表示され

たら、「Renesas GDB Hardware 
Debugging」横の[ ] ボタンをクリックし

て展開表示してください。 

• デフォルトでは、e2 studio は既存のビルド

モードのデバッグ構成を生成します。

RSK+RZA1H に付属しているプロジェク

トは、すぐに使用できる状態のデバッグ

構成を提供しています。 
 
注：手動で新しい e2 studio デバッグ構成を

作成するには、「Renesas GDB Hardware 
Debugging」をクリックして「新規」ボ

タンをクリックします。  
 

 

• デバッグ構成コントロールページが開く

ので、各タブの設定（下記）を確認して

ください。 

• 「Debugger」タブで、「Debugger 
hardware」オプションが「J-Link ARM」

に、「Target Device」が「R7S72100」に

設定されていることを確認してくださ

い。 
 
注：どの設定も変更しないでください。 
 

 

• セキュリティダイアログが表示され、

Windows ファイアウォールが Eclipse プラ

ットフォームの一部の機能をブロックし

たことを示す場合があります。 

• 「e2studio.exe にこれらのネットワーク上

での通信を許可する」とうテキストの下

の、「プライベートネットワーク（ホー

ムネットワークや社内ネットワークな

ど）」をチェックし「アクセスを許可す

る」をクリックしてください。 
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• 「Startup」タブを選択し、「ランタイ

ム・オプション」の「ブレークポイント

設定先」が「main」に設定されているこ

とを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

• 「デバッグ」をクリックしてください。 
 
 
 

 

• コードをダウンロードする前に、ダイア

ログが表示され、「デバッグパースペク

ティブ」への切り替えるかを聞かれま

す。切り替える場合は「はい」 をクリッ

クしてください。「常にこの設定を使用

する」をチェックすれば、以降このダイ

アログは表示されません。 

• e2 studio は、デバッグ用に最適化された新

規パースペクティブをロードします。 

• もとの「C / C ++」パースペクティブに変

更するには、「ウィンドウ > パースペク

ティブを開く > その他」を選択してくだ

さい。 

• 「パースペクティブを開く」ダイアログ

が表示されるので、希望のパースペクテ

ィブを選択し、その後「OK」をクリック

してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

• また、右画面に示す「C 」ボタンをクリ

ックすれば、C/C++パースペクティブにな

ります。 
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4. チュートリアルプログラムの確認 
 
この章では、e2 studio のチュートリアルコードの各セクションおよび基礎的なデバッグ機能を説明します。 

4.1 メイン関数 

この章では、main（）関数から呼び出されるプログラムコードがどのように動作するかを説明します。 
 

• 第 3 章で説明したチュートリ

アルプログラムのデバッグセ

ッションから開始します。エ

ミュレータが接続されていれ

ば、右画面に示すようにプロ

グラムは main（）関数の最初

の行で停止しています。 

• main()関数から flashled()関数

を呼び出している行をクリッ

クし、カーソルを合わせてく

ださい。右クリックして、

「指定行まで実行」を選択す

るとその行まで実行します。 
R_LCD_Init()関数は LCD を初

期化し、Display_LCD()関数は

LCD の一番上に

「RSK+RZA1H」を、次の行

に「Tutorial Sample」を出力し

ます。 
 

 
 

• ブレークポイント欄をダブ

ルクリックしてstatic_test()関
数にブレークポイントを設

定してください。 

 

• flashled()関数にステップイン

するための「ステップイ

ン」ボタンをクリ

ックしてくださ

い。 
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• プログラムを再開するため

「再開」ボタンをクリック

してください。 

• flashled()関数のプログラム実

行を開始します。この関数

は、定期的にユーザスイッ

チをポーリングしており、

ユーザスイッチが押される

まで、LED を 200 回点滅さ

せます。点滅回数は、

「loopcount」に変数指定さ

れています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• プログラムカウンタは、

static_test()関数で停止しま

す。 

• 「ステップイン」ボタンを

クリックするか、「F5」キ

ーを押して、関数にステッ

プインしてください。 
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• 「F7」キーまたは「ステップ・

リターン」ボタン を押す

と、static_test()関数が実行され

ステップ・リターンします。 

• static_test()関数が実行される

と、LCD の一番下の行が一文字

ずつ「STATIC」から

「TESTTEST」に更新されるこ

とを確認できます。 

• すべての文字が更新された後、

再度「STATIC」の表示に戻り

ます。 
 
 
 
  

• デバッガは clear_display_area()
関数で実行を停止します。

「F6」キーか「ステ

ップ・オーバー」ボ

タンを押すと、関数が実行さ

れ、LCD の表示がクリアされま

す。 

• 次の処理では、R_OSTM_Init()
関数により割り込みハンドラに

よる LED の点滅の間隔を設定

し、R_OSTM_Open()関数によ

りタイマを開始します。 

• LED の点滅間隔は、while ルー

プ中で ADC の値を読み出し、

タイマ値として適切な値に変換

して設定します。 
 
 
 

 

 
  



RSK+RZA1H 4. チュートリアルプログラムの確認

R20UT3008JG0100  Rev.1.00 Page 20 of 26 
2014.10.21 

• main.c 下方の

Sample_OSTM0_Interrupt()割込

ハンドラ関数までスクロールし

てください。

• この関数内の最初の行にブレ

ークポイントを設定し、「再

開」ボタンでプログラムを実行

してください。

• LED 点滅タイマの設定時間が経

過すると割込みが発生し、プロ

グラムはこのブレークポイント

で停止します。

• ブレークポイント欄をダブルク

リックしてブレークポイントを

解除した後、「再開」ボタンを

押してプロフラムを継続実行し

てください。

ハードウェア構成の詳細については、RSK+RZA1H ユーザーズマニュアルと RZ/A1H グループ ユーザーズマニュア

ル ハードウェア編を参照してください。
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5. 追加情報

技術サポート

e2 studio の使用方法については、メニューバー

から [ヘルプ] > [ヘルプ目次]を選択して、ヘルプ

ファイルを参照してください。

RZ/A1H グループのマイクロプロセッサに関する詳細は、RZ/A1H グループ ユーザーズマニュアル ハード

ウェア編を参照してください。

技術サポート窓口

「クイックスタートガイド」の「10. サポート」に記載されている連絡先をご参照ください 

ルネサスのマイクロプロセッサに関する総合情報は、以下のウェブサイトより入手可能です：

http://japan.renesas.com/  （日本サイト） 
http://www.renesas.com/  （グローバルサイト） 

ルネサス RZ マイクロプロセッサ（ARM Cortex-A9）のリアルタイムオペレーティングシステムのデモンス

トレーションは FreeRTOS によって無償で提供されています。これらの情報は、下記の FreeRTOS ウェブサイ

トより入手可能です：

http://www.freertos.org/Renesas_RZ_Cortex-A9-RTOS.html 

商標

本書で使用する商標名または製品名は、各々の企業、組織の商標または登録商標です。

著作権

本書の内容の一部または全てを予告無しに変更することがあります。

本書の著作権はルネサスエレクトロニクス株式会社にあります。ルネサスエレクトロニクス株式会社の書

面での承諾無しに、本書の一部または全てを複製することを禁じます。

© 2014 Renesas Electronics Europe Limited. All rights reserved. 
© 2014 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
© 2014 Renesas Solutions Corp. All rights reserved. 

http://japan.renesas.com/
http://www.renesas.com/
http://www.freertos.org/Renesas_RZ_Cortex-A9-RTOS.html
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